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畑　難病の治療にiPS細胞技術が幅広く使用できる
ようになれば、どのようなことが可能になっていきま
すか。

山中　いまだに十分な治療法がない病気がたくさん
ありますが、実は、たった1種類の細胞の機能不全が
原因で起こる病気が結構あるのです。それは元気な
細胞を作って外から補ってやれば治せるはず。iPS
細胞で病気の原因になっている細胞を作り出して、補
う。再生医療の可能性はいろいろな病気に対して高
いと思います。脊髄損傷のようなケガに対する可能
性もあります。
　あとは薬の研究です。iPS細胞を使っていろいろ
な病気を再現し、薬の探索を製薬企業とも協力しな
がら一生懸命やっています。近い将来、その2つで患
者さんに貢献したいと思っています。

山中　（司会より、 1つの治療法の確立につき、どれ
ぐらい期間がかかるものなのかを問われて）研究開発
は長い道のりです。まず、実験室で研究して安全性と
効果を見る「前臨床研究」で約10年。次に、実際の患
者にご協力いただく「臨床試験」でまた約10年。合計
約20年かけて、効果と安全性が確認されれば、日本
の場合は厚生労働省の承認を経て、やっと薬として
世に出回ります。
　iPS細胞を最初に報告したのが2007年、研究所が
できたのが2010年ですから、そこから20年計画で、
2030年くらいにはiPS細胞によって新たな医療を開発
し、保険適用の治療としてたくさんの人に届けること
が、私たちの長期計画です。

　せっかく良い治療法を作っても、今はまだ治療費が
高額で、場合によっては1億円近い場合もあります。
日本は保険や高額医療制度があるので患者の負担は
少ないですが、結局は税金、つまり国民全体で負担し
ていることになります。このまま高額の治療が続くと、
患者は治っても国が倒産してしまう。治療費が高額
になる理由は、研究に20年もかかるからです。しかも
成功率が非常に低いので、高くならざるを得ない。研
究期間が半分になり、成功率が倍になればきっと費用
は10分の1や5分の1になると思います。そこにiPS
細胞を貢献させたいと思っています。

科学と倫理をつなぐ
　　コミュニケーションの力
川村　最近話題のゲノム編集ですが、毒性物質をほ
とんど作らないじゃがいもや、低アレルゲンの大豆が
話題になっています。これらは私たちにとって有益で
ある一方、遺伝子操作という意味では安全性につい
て、組合員から疑問の声があります。iPS細胞の研究
についても、人々の新たな希望になりますが、生命倫
理との関係はどのようにお考えでしょうか。

山中　生命倫理、研究倫理は非常に大きな課題で
す。全ての科学技術がいわゆる諸刃の剣。うまく使
えば素晴らしいものになりますが、使い方を誤ると逆
に人を不幸にしてしまう。iPS細胞やゲノム研究も
そうです。
　iPS細胞研究所には生命倫理専門の研究者もたく
さんいます。彼らがパイプ役になって、研究者と患者、

そのご家族、一般の方との壁をできるだけなくして、
自由に意見交換しコンセンサスを少しずつ作ってい
くことに取り組んでいます。また、研究内容を正確に、
できるだけ分かりやすく伝える「サイエンスコミュニ
ケーター」と呼ばれる職員もいます。常に世間に、皆
さんに発信して透明性を高くすることが一番大切だ
と心掛けています。

川村　私どもでも科学的に安全なことに加えて、気
持ちの上で安心できることの両面を大切にしていき
たいと思っています。
　近年、科学者同士だけではなく、科学者と一般の方
とのコミュニケーションがさまざまなところで必要と
されていると聞きます。「安全」と「安心」に関しても、
この科学コミュニケーションが重要になってくるので
しょうか。

山中　食も、新しい医療技術についても、実際にそれ
を食べる、治療を受ける方々に安心してもらうことが
非常に大切です。そのためには、十分に理解していた
だくことが重要だと思います。ところが、難しいこと
を分かりやすく伝えるのはなかなか難しい。普段から
トレーニングをしているサイエンスコミュニケーター
の存在は大きいです。
　また、研究者も謙虚さを忘れないこと。自然に対す
る畏れ、敬意の気持ちを持ち続けることが大切だと思
います。その感覚を失って、研究者同士ばかりで議論
していると独りよがりに陥ってしまう可能性がありま
す。普段から一般の方と研究について語り合う機会
は、お互いにとって大切だと思っています。

▲

初めに、iPS細胞研究所
　基金室　室長の渡邉さん
よりiPS研究所と基金につい
てのお話がありました。

▲

司会は元キャスターの
倉森ひとみさんが担当。
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超高齢化社会と健康寿命
柴田　京都生協では去年から「健康」という分野に着
目し、減塩やヘルシーなレシピ紹介など、食を中心に
さまざまな提案をする一方、心の健康にも目を向けて
います。心の健康と食の関係性について、所長の考え
を伺いたいです。

山中　今、日本は世界で最も長寿を誇っていますが、
いわゆる健康寿命は、男女ともに平均寿命より10歳
ぐらい短い。人生の最後の10年間は、介護や看護が
必要な期間ということになります。この期間を短くす
るために、iPS細胞を使った研究で貢献したいと思っ
ています。一番良いのは病気にならないこと。先制医
学、つまり予防のために食べ物は非常に大切です。

柴田　心身ともに健康でありたいと思いますが、マラ
ソンを精力的にされている山中所長にとって、マラソ
ンは心身の健康に重要な役割を果たしていますか。

山中　iPS細胞研究への寄付を募るため、毎年マラソン
大会に出場しているのですが、マラソンに限らず、汗を
かくことは健康にとって大きなプラスになるのではと思
います。このような仕事をしていると、なかなか眠れない
こともありますが、2時間も走ると、身体が疲れてそのう
ちに眠ってしまいます。時差のある海外出張も多く、睡眠
は常に課題ですが、運動にずいぶん助けられています。

畑　これから高齢化、人口減少の局面がさらに厳しく
なっていきます。京都生協の職員も、年齢に関係なく
働ける場があれば、いろいろな事業を支えていけるの
ですが…。研究者のなり手不足はないのでしょうか。
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